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なく手術開始 した . 麻酔開始後3 時間より心室性

期外収縮がみ られ, R o n T より T d P 型の V T へ 移

行, Vf となり直流除細動を施行した . リ ドカイ ン
,

硫酸マ グネ シ ウ ム の持続静注を開始, 手術終了後,

麻酔か ら覚醒 ,
IC U へ 入室 した . V T 発作の 原因

と して
, 術後性完全肩書 ブ ロ ッ ク に よ る後天性

Q T 延 長症候群が 考え られ た
. 今回 の V T 発一作の

誘因と して
, 麻酔薬の Q T 延長作用, 手術の ス ト

レ ス
, タ ニ ケ ッ ト の 影響, 麻酔深度など考えられ

る が
,

メ カ ニ ズ ム に つ い て考察が必要だ.

4 　 人 工 弁 機 能 不 全 に よ り 人 工 心 肺 離 脱 が 困 難 で

あった二弁置換術の麻酔経験

傳田定平・堂前圭太郎・中安浩介

持 田 崇 ・ 種 岡 美 紀 ・ 今 井 英 一

北 原 泰 ・ 本 田 博 之 *

新潟市民病院麻酔科

同 救急救命セ ン タ ー *

僧帽弁 ( M 弁) 及び大動脈弁 ( A 弁) 置換術

にお い て
, 大動脈人工弁機能不全 にて 人工心肺か

らの 離脱が 困難であ っ た症例を経験 した .

症例は 72 歳, 男性. A R Ⅲ度,
A S 中等度,

M R

Ⅲ度に て A 弁およ び M 弁置換術が 予定され た .

な お
,

心筋生検で 拡張型心崩症 が 疑われて い た .

人 工心肺か ら 4 回離脱試み るも離脱不能. M 弁の

弁輪カ フ に対 し A 弁の hin g e li n e が直交 して い た

こ とによる A 弁の 開放制限が原因で あ っ た . 離脱

時, 軽食道エ コ ー により M 弁の 開放性は確認 し

え た が多重 エ コ ー に より A 弁 の 評価が不 十分 で

あり, 術前に拡張型心筋症 の 疑い が ある こ とか ら

離脱困難の 原因を単純に心機能低下によ るもの と

して誤 っ た診断を した . M 弁, A 弁の 二弁置換に

おい て
, それぞれの弁の位置関係で人工 弁の機能

障害の可能性が ある .

一 方 , M 弁の 多重 エ コ
ー

に

より A 弁の評価が容易で な い 可能性が あり, その

描出に努力を払わなければならな い と痛感させ ら

れ た .

5 　 ミ ク ロ ， マ ク ロ シ ョ ッ ク が 疑 わ れ た 術 中 心 停 止

古 谷 健 太 ・ 斉 藤 直 樹 ・ 小 林 千 絵
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県立中央病院麻酔科

患 者は 62 歳男性, 肺癌の た め左上乗切 除を予

定され た
. 硬膜外とプ ロ ポフ ォ

ー ル にて麻酔を維

持して い た が , 術者が葉間を分 け始める と低血圧

傾向と なり ,
電気 メ ス の 音ととも に心停止 した .

心 マ ッ サ
ー ジにて

,
3 0 秒後に自己心拍は再開, 術

後呼吸器管理 と した ものの
, その 後は後遺症なく

経過 し
, 術後 1 5 日目に退院した . 心停止 の 発生頻

度は 0 .07 - 0 .2 8 % の 範囲に 入る . 原因と して は

術操作, 患者の術前状態, 麻酔がある . 本症例で

は , 肺門部を剥離中であ っ た こ とか ら , 迷走神経

反射や 電気メ ス による シ ョ ッ ク が考えられた . 電

気 メ ス に 関 して は C F 形 の もの を使用 して おり ,

その 後の 点検で は異常が 認 め られなか っ た こ と
,

心室細動に な っ て い ない こ とか ら可能性と して は

迷走神経反射 の ほう が高い と考えられる . 迷走神

経反射の うち心停止 にまで至 るも の は 0 .0 45 % で

あ る とされ る .

6 　 ラ ッ ト 脊 髄 後 角 に お け る σ （ シ グ マ ） 受 容 体

作動薬の作用―P a r t  2―
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♂ 受容体 は学習記憶, 精神疾患, 痔痛制御 など

に関与する と い われて い る . そ こ で痔痛に対する

作用 を調 べ るため に電気生理学的手法を用 い て実

験を行 っ た .

【方法】 ラ ッ トを用 い て腰髄より後根付き脊髄

ス ライ ス標本を作製 し
,

ホ ー ル セ ル バ ッ チ ク ラ ン

プ法 にて , 脊髄後角第Ⅰ層神経細胞か ら後根 の 電

気刺激に より誘起 され た興 奮性 シ ナ プス 後電流

( e v o k e d E P S C) を記録 した . ♂ 受容体選択的ア

ゴ ニ ス ト の ( ＋)
-

p e n t a z o ci n e を濯流投与したと

普, e v o k e d E P S C が どの よ うに変化す るか 調 べ

た .
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【結果 ･ 考察】 シ グ マ 受容体の 選択的ア ゴ ニ ス

ト ( ＋) ペ ン タ ゾシ ン は, 後根の 電気刺激で誘起

される興奮性シナプ ス 後電流を抑制する傾向が認

められ た . シ グ マ 受容体アゴ ニ ス トは痛覚伝達に

対 し抑制的に働く可能性が ある.

7 　 N 2 O の 脊 髄 後 角 に お け る 作 用 （ i n  v i v o

p a t c h  c l a m p 法 に よ る 解 析 ） ― p a r t  2 ―

若井綾子・Stefan Georgiev・河野達郎
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新潟大学医歯学総合研究科麻酔科学分野

【目的】 N 2 0 の脊髄後角で の作用 , 主 に ノ ル ア

ド レ ナ リ ン ( N A) 下行性抑制系 へ の 影響を中心

に検討した .

【方法】 w i st a r 系雄性成熟ラ ッ トをウ レ タ ン麻

酔下 に人工 呼吸管理 と し
, 脊髄後角第2 層細胞 よ

り p at c b cl a m p 記録を行 っ た
.

【結果】7 0 % N 2 0 吸入で刺激誘発興奮性シナプ

ス 後電 流 は 有 意 に 抑制 さ れ た . N A は 脊髄 で

G A B A 放出を増強 し
, 細胞を過分極させる こ とが

知られて い る が, N 2 0 で は生 じなか っ た
. N 2 0 は

N M D A c u r r e n t を抑制 した .

【結語】 N 2 0 は脊髄後角細胞 の 刺激応答を抑制

するが
, その機序の

一

つ と して N M D A c u r r e n t の

抑制が示唆され た .

8 　 亜 酸 化 窒 素 の 脊 髄 第 二 層 に お け る 作 用

S t e f a n  G e o r g i e v ・ 若 井 綾 子 ・ 河 野 達 郎
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新潟大学医歯学総合研究科麻酔科学分野

亜酸化窒素の 鎮痛性作用 は い く つ か の n e u r o -

t r a n s m i仕e r に より仲介され ると考えられ る . 本研

究で は亜酸化窒素の脊髄 レ ベ ル で の 作用を検討し

た .

雄性ラ ッ トの脊髄第2 層の 神経細胞よりホ
ー

ル

セ ル バ ッ チ ク ラ ン プ法を用 い て
, 自発性興奮性と

抑制性 シナ プス 後電流を記録 した
.

N M D A 電流

に おける影響は - 40 m V と ＋ 40 m V の 2 つ の H P

で検討した .

自発性興奮性シ ナプ ス 後電流における振幅 ･ 頻

度 ･ d e c a y の 亜酸化窒素の 作用 は
一

定 で な か っ

た . 振幅と頻度 は減少 したり, 増加 したり, 無変

化 したり した . 平均振幅は減少 したが , 有意で は

か 1
. D e c a y は無変化. 総括 して E P S C で変化を

見 られ な い
. sIP S C も笑気で変化が なか っ た .

N M D A 投与に より カ レ ン トが発生 した . 亜酸

化窒素に より N M D A カ レ ン トが抑制 し
, 振幅と

面積減少した . w a sb o u t 後に もとに戻 っ た .

進行中の研究で
,

は っ きり した結論は出ない状

態 だが
,

亜酸化窒素の作用 は い ろ い ろの 神経薬理

学的な p ath w a y で仲介されて い ると思 われ る. 本

研究の 結果と して はラ ッ ト脊髄後角で亜酸化窒素

に よ っ て 内因性シナプ ス伝達が 当たらず,
N M D A

カ レ ン トが抑制された こ とで ある .

9 　 マ ウ ス の 体 性 ・ 内 臓 痛 に 及 ぼ す ケ タ ミ ン の 影 響
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*

Al th o u gh th e p r o p e rti e s of k et a m i n e m a y s e e m

t o b e w ell c h a r a c t e ri z e d , 也 e r e a r e m a n y di s c r e p -

a n ci e s a n d c o n 且i cti n g r e s u lt s i n th e lit e r a t u r e

r e g a r di n g it s a n al g e si c e ff e ct . S o m e of th e s e

r e s ult s c a n n ot b e e x pl ai n e d si m p ly b y 〟 - m e 也y ト

D - a s p a rt at e ( N M D A) a n t a g o n i st p r o p e rti e s o f

k et a m i n e . ≠ e g o al o f 也e c u r r e n t st u d y w a s t o r e
-

e v al u at e th e e ff e ct s of k et a m i n e o n n o ci c e p ti o n i n

m i c e a n d e x a m i n e 也 e r ol e of 也e N M D A r e c e p t o r

E I s u b u nit i n k e t a m i n e a n alg e si a . T h e eff e ct s o f

s y st e m i c k et a m i n e o n n o ci c e p ti v e r e s p o n s e s t o

也e m al
,

m e c h a ni c al a n d el e ct ri c al sti m uli ( p h a si c

p a i n ) a n d o n p ai n - r el a t e d b e h a vi o r s i n t h e

fo r m ali n a n d a c e ti c a cid - i n d u c e d a b d o m i n al c o n -

st ri c ti o n t e st s (t o n i c p ai n) w e r e i n v e stig at e d i n

a d u lt m al e C 5 7 B L/ 6 ( w ild - t y p e) a n d N M D A

r e c e p t o r ∈1 s u b u n it k n o c k o u t ( m u t a n t) m i c e .
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